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３ はじめの言葉 

 
４ 情報の見方／見極め方と 

ことの本質への疑惑              田原文夫 

ことの本質は誰もが正しく把握したい（はずだ）。しかし、そのための情報の見方／見

極め方で、ことの本質への疑惑が一杯になる。何故なら、様々な情報で溢れかえる情報社

会には、本質を覆い隠す情報も蔓延しているからだ。それだけに情報の見方／見極め方と

いう情報の受け手のインテリジェンス能力が必要とされる。それが情報社会の特性でもあ

る。覚悟を持って臨む必要がある。 

 

１０ 情報社会を考える その８１ 
情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

嫌悪感が募るばかり 
 政治とカネが問題となるのは、それが政治腐敗の最も典型的な形だとされるからだ。す

なわち、カネの力によって、特定な勢力に与する者だけが特別の恩恵を受けるような政治

権力的状況が形成される可能性があるからである。ところが、今現在の安倍政権で表面化

しているのは、直接的にカネの問題ではない。少なくともこれまでのところ、表立って政

治家が不正なカネを受け取ったという形では取沙汰されていない。しかし、首相周辺の個

人的なつながりがある特定な人々が、特別な恩恵をあずかっているという疑惑が出ている。

彼らの間にカネの授受があった上でのことであれば、もちろんそれが贈収賄罪の問われる

範疇の問題だが、権力者と個人的なつながりがある人々だというところが、単なるカネの

授受以上に気色の悪いものがある。 
 

１２ オープンガバメント OG 42 
情報社会をすすめる       その 76        水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （74） 

IT4IT における IT マネジメントサービスの発展     山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

前回説明した、IT4IT[1,2,3]の活用イメージでは、IT4IT 参照モデルを用いた Current 
Mode of Operation(CMO)の分析に従って現行運用の改善機会を識別することにより、

Future Mode of Operation(FMO)として将来運用を明らかにすることができる。本稿では、

このような IT4IT における IT サービスマネジメントモデルの進化プロセスを紹介すると

ともに、進化事例を説明する。 
 
２６ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その２９ 

人材フル発揮のための就職/転職のステップとポイント   Dr.ベスト 

日本の人口減少/少子高齢化時代の原点にもどると、この先一人ひとりは極めて貴重な人

材（人財）であり、その意思と能力をいかにフル発揮できる仕事に就き、その活動を通し

て最大限の成果が得られるような働く仕組みを準備・提供していくかが喫緊の課題である

といえよう。人口減少／少子高齢化時代おいて最も重要なことは、数少ない人材のほとん

ど全員が自分の意思と能力にマッチした仕事に就き、その意思と能力がフルに発揮される

ような状態が実現できることである。 
 

３３ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第９１回 3 年後に迫った東京オリンピックに 

間に合うか日本の ICT 対策     根本忠明 

東京オリンピックまで後3年に迫った昨今、日本の ICT基盤の不備が問題視されている。

増大する訪日観光客からは、公衆 WI-FI、銀行 ATM、デビットカード等が使えないとい

った不満の声が高まっている。サイバー攻撃対策も危惧されている。ロンドンオリンピッ

クは「ソーシャル五輪」で注目を集めた。東京オリンピックは「ICT による最高のおもて

なし」を目指しているが、2020 年の開催まで ICT の基盤整備が間に合うかを見てみたい。 
 
３６ 続インテリジェンスへのいざない 89 

踊る漏洩／告発情報 

着実に進展する情報社会           今井 武 

一般マスコミ／インターネットを問わず、漏洩情報ではないかと思える情報が踊ってい

る。取材能力が上がったということだろうか、それとも内部告発も含めて漏洩行為がより

活発化しているということだろうか。いずれにせよ、情報は拡販されるものである。その

意味でも、情報社会は着実に進展している。 
 

 

３９ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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